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表紙写真：和歌山県和歌山市水管橋崩落に伴う給水支援に係る災害派遣

（第３７普通科連隊）

各種行事・訓練・災害派遣

師団追悼式
和歌山県和歌山市水管橋崩落に伴う給水支援に係る災害派遣
第３９代副師団長兼ねて第４６代千僧駐屯地司令 前島陸将補着任式
部隊集合教育「レンジャー」

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

２府４県近畿の旅

大阪府 箕面大滝
光と水が織りなす幻想的な光景

何かを始める前に

３Ｄレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼



師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
３
年
10
月
16
日
（
土
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
師
団

追
悼
式
を
挙
行
し
た
。

追
悼
式
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
殉
職
者
１
５
３

柱
の
在
職
間
の
功
績
を
称
え
、
そ
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
事

に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
得
る

よ
う
、
現
職
隊
員
の
感
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
昨
年
度
と
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
式
へ
の
参
列
者
を
局
限
し
た
も
の
の
、
御
遺

族
を
は
じ
め
、
部
内
外
来
賓
、
隷
下
各
部
隊
長
及
び
最
先
任
上
級

曹
長
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
列
す
る
中
で
執
り
行
わ
れ
た
。

執
行
官

山
根
陸
将
は
、
追
悼
の
辞
に
お
い
て
「
国
を
愛
し
、

崇
高
な
使
命
感
と
旺
盛
な
責
任
感
を
も
っ
て
災
害
派
遣
な
ど
の
任

務
遂
行
中
、
あ
る
い
は
厳
し
い
訓
練
中
に
お
い
て
、
不
慮
の
事
故

又
は
災
禍
に
よ
り
志
半
ば
に
し
て
そ
の
職
に
殉
ぜ
ら
れ
た
御
霊
の

御
無
念
を
思
う
と
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
か
け
が

え
の
な
い
御
家
族
を
失
わ
れ
た
御
遺
族
の
皆
様
に
は
、
決
し
て
癒

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
深
い
悲
し
み
を
抱
え
つ
つ
も
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
引
き
続
き
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
ご
理
解
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
述
べ
た
上
で
、
「
近
畿
２
府
４
県
の
防
衛
警
備
や
災
害
派
遣
を

担
任
す
る
師
団
と
し
て
、
真
に
戦
え
る
強
い
部
隊
と
な
る
べ
く
日

夜
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
我
が
国
の
安
寧
を
願
っ

て
来
ら
れ
た
御
霊
の
崇
高
な
志
を
受
け
継
ぎ
、
国
防
の
任
に
あ
た

る
者
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
責
務
を

自
覚
し
、
隊
務
に
精
励
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

追
悼
式
の
最
後
に
は
、
殉
職
者
の
御
霊
を
悼
む
弔
銃
の
銃
声
が

会
場
に
響
き
渡
り
、
厳
粛
な
式
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。

追
悼
式
の
企
画
統
制
幹
部
と
し
て
参
加
し
た
師
団
司
令
部
第
１

部
の
上
野
１
尉
は
「
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を

も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
当
た
る
こ
と
は
私
達
自
衛
官
の
服
務
の
本

旨
で
す
。
任
務
遂
行
中
に
職
に
殉
じ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と

は
誰
に
も
出
来
ま
せ
ん
。
殉
職
さ
れ
た
隊
員
の
ご
遺
族
の
悲
し
み

を
感
じ
、
今
一
度
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
『
追
悼
』
に
思
い
を
は
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

弔 銃

名簿奉納

執行官追悼の辞

追悼式会場全景

殉職隊員之霊に対する黙とう
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２ ３ 師 団 だ よ り 第１４７号 令和３年（２０２１年） １０月

３

令
和
３
年
10
月
３
日
（
日
）
午
後
３
時
45
分
頃
、
和
歌
山
県
和
歌

山
市
に
お
い
て
、
六
十
谷
（
む
そ
た
）
水
管
橋
が
落
橋
し
、
紀
の
川

以
北
の
約
６
万
世
帯
が
断
水
し
た
。
同
日
23
時
、
和
歌
山
県
知
事
か

ら
信
太
山
駐
屯
地
司
令
に
対
し
て
災
害
派
遣
要
請
が
あ
り
、
第
37
普

通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
が
給
水
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
に
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
、
第
３
後
方
支
援
連

隊
及
び
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
が
給
水
支
援
部
隊
と
し
て
増
強
さ
れ
、

約
１
週
間
に
わ
た
り
、
延
べ
約
１
，
０
０
０
名
に
よ
り
約
１
，
０
０

０
ｔ
の
給
水
を
行
っ
た
。
各
給
水
部
隊
は
、
小
学
校
等
に
お
い
て
給

水
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
給
水
地
点
ま
で
足
を
運
べ
な
い
高
齢
者

等
に
対
し
て
は
、
自
治
体
の
要
請
に
よ
り
戸
別
訪
問
に
よ
る
水
の
運

搬
支
援
を
実
施
し
た
。

本
災
害
派
遣
に
参
加
し
た
第
37
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
所
属
の
山

田
士
長
は
「
少
し
で
も
被
災
さ
れ
た
方
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
給

水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
活
動
を
行
う
中
『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉

を
頂
く
度
に
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
に
な
り
、
任
務
に
ま
い
進
で
き

ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

本
災
害
派
遣
は
、
10
月
９
日
（
土
）
21
時
、
断
水
が
解
消
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
歌
山
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
を

受
け
、
任
務
を
終
了
し
た
。

師団長による災害派遣地域の視察（加納浄水場）

自衛隊、和歌山県・市との三者協議
（第３７普通科連隊）

５ｔ水タンク車から１ｔ水トレーラへの補給
（方面後方支援隊→第３６普通科連隊）

５ｔ水タンク車による給水活動
（第３後方支援連隊）

自治体職員と戸別訪問のための調整
（第３７普通科連隊）

活動部隊に対して頂いたお礼の手紙１ｔ水トレーラによる給水活動
（第３後方支援連隊）

高齢者等への水の運搬支援
（第３７普通科連隊）

通信網の維持・運営
（第３通信大隊）

補給した水の運搬・積載
（第３６普通科連隊）



前島陸将補 略歴

平成 ６年３月 第１１戦車大隊 （真駒内）
平成１３年８月 陸上自衛隊幹部学校付（ＣＧＳ学生） （目 黒）
平成１５年８月 陸上幕僚監部防衛部運用課 （市ヶ谷）
平成１７年２月 陸上幕僚監部付（ＵＮＤＯＦ司令部） （シリア）
平成１８年３月 陸上幕僚監部人事部補任課 （市ヶ谷）
平成２０年３月 陸上幕僚監部防衛部防衛課 （市ヶ谷）
平成２３年４月 第４戦車大隊長兼ねて玖珠駐屯地司令 （玖 珠）
平成２５年８月 陸上幕僚監部人事部補任課人事第１班長 （市ヶ谷）
平成２６年３月 第１師団司令部第３部長 （練 馬）
平成２７年８月 第２１普通科連隊長兼ねて秋田駐屯地司令 （秋 田）
平成２９年３月 陸上幕僚監部監理部総務課広報室長 （市ヶ谷）
平成３０年８月 西部方面総監部幕僚副長 （健 軍）
令和 元年８月 陸上自衛隊富士学校機甲科部長 （富 士）
令和 ３年９月 現 職

令
和
３
年
９
月
30
日
（
木
）
付
で
前
島

政
樹
（
ま
え
じ
ま

ま
さ
き
）
陸
将
補
が

第
39
代
副
師
団
長
兼
ね
て
第
46
代
千
僧
駐
屯
地
司
令
に
着
任
し
、
10
月
１
日
（
金
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
着
任
式
を
挙
行
し
た
。

第
３
師
団
司
令
部
の
隊
員
が
整
列
す
る
中
、
前
島
陸
将
補
は
「
初
め
て
の
関
西
勤
務

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
共
に
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

第３９代副師団長兼ねて
第４６代千僧駐屯地司令

陸将補 前島 政樹
まえじま まさき

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田

１
佐
）
及
び
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
は
部
隊
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
中
で
あ
る
。

第
７
普
通
科
連
隊
は
小
野
学
生
長
を
核

心
に
、
第
37
普
通
科
連
隊
は
岩
田
学
生
長

を
核
心
と
し
全
員
が
脱
落
す
る
こ
と
な
く

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
約
７
週
間
の
基
礎
訓
練
に
臨
み
、
体

力
調
整
（
体
力
向
上
運
動
）
や
各
種
潜
入

訓
練
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

第
７
普
通
科
連
隊
の
小
野
学
生
長
は
「
レ

ン
ジ
ャ
ー
学
生
と
し
て
日
々
、
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
学
生
長
と
し
て

個
々
の
力
を
結
集
し
て
各
種
訓
練
を
乗
り

越
え
、
栄
光
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
を
目
指

し
、
頑
張
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、
基
礎
訓
練
終
了

後
、
約
４
週
間
の
行
動
訓
練
へ
と
移
行
し
、

基
礎
訓
練
で
養
っ
た
技
能
を
活
か
し
な
が

ら
、
よ
り
困
難
な
任
務
へ
の
挑
戦
を
続
け

て
い
く
。

地図判読による山地潜入訓練
（第３７普通科連隊）

偵察用ボートによる水路潜入訓練
（第３７普通科連隊）

航空機による空路潜入訓練
（第７普通科連隊）

体力調整（第３７普通科連隊）
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着任式顕彰碑における献花



第３施設大隊本部管理中隊

１等陸士 川島 愛結香

今
回
は
、
第
３
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所

属
す
る
川
島

愛
結
香
（
か
わ
し
ま

あ
ゆ
か
）

１
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
川
島
１
士
は
、

明
る
く
素
直
で
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む

隊
員
で
す
。
令
和
２
年
９
月
に
本
部
管
理
中
隊
の

通
信
小
隊
へ
配
置
さ
れ
、
現
在
は
有
線
通
信
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

父
が
元
自
衛
官
で
、
話
を
聞
い
て
楽
し
そ
う

だ
と
思
い
入
隊
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

先
輩
が
す
ご
く
優
し
く
、
働
き
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

や
る
こ
と
す
べ
て
が
初
め
て
の
前
期
教
育
で

す
。
特
に
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
頑
張
っ
た
戦

闘
訓
練
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

自
分
が
つ
ら
い
と
き
、
悩
み
が
あ
る
と
き
は

い
つ
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
両
親
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

音
楽
を
聴
く
こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い

て
は
Ｊ‐

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
洋
楽
な
ど
様
々
な
音
楽
を

聴
い
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

有
線
通
信
手
と
し
て
、
更
な
る
練
度
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
ど
ん
な
困
難

な
こ
と
に
も
常
に
全
力
笑
顔
で
立
ち
向
か
い
、

部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

第３師団司令部付隊隊本部

１等陸曹 瀬戸口 弘

第３特科隊第３中隊

３等陸尉 加藤 あずみ

今
回
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
の

谷
林

大
史
（
た
に
ば
や
し

た
い
し
）
３
曹
を

紹
介
し
ま
す
。
谷
林
３
曹
は
、
１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃

砲
の
「
砲
手
」
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
部
隊
集
合
教
育
「
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
何

事
も
率
先
し
て
取
り
組
み
、
同
期
の
学
生
た
ち

か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
で
し
た
。
無
事
、
教
育
を

修
了
後
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
中
隊
に
所

属
す
る
若
年
隊
員
の
体
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
中

隊
に
対
す
る
山
地
潜
入
技
術
や
ロ
ー
プ
使
用
法
等

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
火
器
射
撃
担
当
陸
曹
と
し
て
、

中
隊
の
小
銃
射
撃
技
術
や
ガ
ン
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の

教
育
等
を
行
い
、
各
個
戦
闘
能
力
の
向
上
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
持
ち
前
の
体
力
を
生
か
し
、
連

隊
持
続
走
競
技
会
等
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

第３６普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 谷林 大史

今
回
は
、
第
３
特
科
隊
第
３
中
隊
に
所
属
す
る

加
藤

あ
ず
み
（
か
と
う

あ
ず
み
）
３
尉
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
加
藤
３
尉
は
、
物
怖
じ
せ

ず
何
事
に
も
先
頭
に
立
っ
て
突
き
進
ん
で
ゆ
く
女

性
自
衛
官
で
あ
り
、
特
科
隊
の
目
と
な
り
確
実
に

目
標
地
域
へ
射
撃
を
要
求
す
る
前
進
観
測
班
長
で

す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

平
成
31
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
19
期
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

よ
り
広
い
視
野
を
も
っ
て
柔
軟
な
思
考
が
で

き
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
の
最
後
、
奪
取
し
た
山
の
頂
上
で

同
期
と
眺
め
た
海
の
景
色
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

前
進
観
測
班
長
、
訓
練
係
幹
部
、
保
全
係
幹

部
及
び
人
事
係
幹
部
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

以
前
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
い
つ
の
ま
に

か
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
成
長
し
た
自
分
を
感
じ

ら
れ
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

知
識
と
経
験
の
不
足
の
た
め
、
状
況
の
変
化

に
う
ま
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

常
に
１
手
先
、
２
手
先
を
考
え
る
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

第
３
中
隊
と
一
緒
に
全
力
前
進
、
い
つ
か
成

長
し
た
背
中
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

私
は
、
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
隊
本
部
の
瀬
戸

口

弘
（
せ
と
ぐ
ち

ひ
ろ
し
）
１
曹
で
す
。
私

の
趣
味
「
川
遊
び
」
を
紹
介
し
ま
す
。

私
は
、
手
軽
に
行
け
、
生
き
物
と
の
距
離
が
近

い
『
川
』
が
幼
少
の
頃
か
ら
大
好
き
で
し
た
。
大

人
に
な
る
に
つ
れ
足
が
遠
の
い
て
い
ま
し
た
が
、

５
年
前
に
伊
丹
市
内
を
流
れ
る
川
で
、
今
で
は
準

絶
滅
危
惧
種
の
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
を
発
見
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
川
へ
の
好
奇
心
が
甦
り
、
網
と

バ
ケ
ツ
を
携
え
て
息
子
達
と
出
掛
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

水
中
の
草
の
根
元
に
網
を
突
っ
込
ん
で
「
ガ
サ

ガ
サ
」
す
る
と
、
網
の
中
に
は
エ
ビ
や
小
魚
、
水

棲
昆
虫
と
多
種
多
様
な
生
き
物
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
川
遊
び
の
醍
醐
味
は
、
網
を
上
げ
る

ま
で
は
何
が
入
っ
て
い
る
か
判
ら
な
い
と
い

う
「
ド
キ
ド
キ
感
」
を
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。
時

に
は
水
草
の
中
か
ら
ニ
ュ
ッ
と
姿
を
見
せ
る
亀
や

ナ
マ
ズ
、
鯉
に
「
ギ
ョ
ッ
」
と
し
ま
す
が
、
水
中

の
世
界
に
興
味
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
に
一
番
感
動
し
た
の
は
、
天
然
記
念
物
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
天
然
記
念
物
な
の
で
捕
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努
力
を
惜
し
ま
な
い

谷
林
３
曹
の
姿
は
、
ま

さ
に
普
通
科
隊
員
の
模

範
で
あ
り
、
今
後
も
中

隊
、
連
隊
の
戦
闘
戦
技

能
力
の
向
上
に
貢
献
し
、

中
隊
の
原
動
力
と
し
て

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ロープ結索法の教育

獲
は
し
て
い
ま
せ

ん
）
と
遭
遇
で
き

た
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
も
川
の
中
で

生
き
生
き
と
暮
ら

す
自
然
の
生
物
を

探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

息子さんと水辺の生物



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

マメ
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

２ 紅葉と箕面大滝

１

○所在地 大阪府箕面市１－１－１

○期 間 ライトアップ １０月１６日～１１月１４日

（時間については、１７：００～２０：００）

〇駐 車 場 箕面駅前駐車場 有料（約５６０台）

１ ライトアップされた箕面大滝

今
回
は
、
大
阪
府
箕
面
市
、
箕
面
国
定
公
園
内
に
あ
る
「
箕
面

大
滝
」
を
紹
介
し
ま
す
。
箕
面
大
滝
は
、
大
阪
府
で
唯
一
「
日
本
の

滝
百
選
」
に
選
ば
れ
た
高
さ
33
メ
ー
ト
ル
の
瀑
布
で
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
期
間
が
縮
小
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
紅
葉
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
10
月
16
日
（
土
）

か
ら
11
月
14
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
「
箕
面
大
滝
・
箕
面
公
園
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
阪
急
箕
面
駅
か
ら
箕
面
大
滝
へ
と
続
く
約
２
，

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
坂
道
に
施
さ
れ
て
お
り
、
渓
谷
の
壮
大
さ
と
紅
葉

の
美
し
さ
の
両
方
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

現
在
は
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
訪
れ
る

際
は
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
て
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な
景
色
が
、
皆
さ
ん
を
異
空
間

へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２

「
何

か

を

始

め

る

前

に

」

10
月
に
入
っ
て
か
ら
も
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

中
旬
頃
か
ら
急
に
涼
し
く
な
り
、
す
っ
か
り
秋
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
「
○
○
の
秋
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
よ

く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
の
○
○
に
は
大
抵
の
単
語
が
相
性
良

く
収
ま
り
、
何
か
を
始
め
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
万
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
「
何
か
」
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
楽
し
む
ポ
イ
ン

ト
等
を
探
る
た
め
、
多
く
の
方
は
「
何
か
」
に
関
す
る
知
識

を
得
よ
う
と
調
べ
も
の
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は

こ
の
「
始
め
る
前
の
情
報
収
集
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
で
は
ス
マ
ホ
１
つ
で
色
々
と
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
文

字
で
は
理
解
し
難
い
こ
と
も
動
画
を
見
る
こ
と
で
理
解
が
容

易
と
な
り
、
手
軽
に
多
く
の
情
報
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
は
自
分
が
知

り
た
い
こ
と
し
か
検
索
で
き
ず
、
情
報
が
断
片
化
（
偏
重
）

し
て
し
ま
い
、
本
当
の
面
白
さ
を
見
逃
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
書
籍
で
あ
れ
ば
内
容
が
網
羅
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
心
配
は
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
読
書
は
苦
手
と
い
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
方
に
は
、
こ
ど
も
向
け
の
本
を
お
勧

め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
バ
カ
に
す
る
な
」
と
お
叱
り
を

受
け
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
を
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
読
み

易
い
上
に
、
必
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
「
子

供
向
け
」
と
名
を
冠
し
て
い
ま
す
が
、
入
門
書
と
し
て
非
常

に
適
し
て
い
ま
す
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
必
要
量
を
最
小
限

に
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
普
通
の
本
よ
り
も

大
き
な
労
力
を
も
っ
て
、
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
を
読
み
慣
れ
て
い
る
人
は
、
調
べ
た
い
こ
と
に

つ
い
て
著
者
が
異
な
る
複
数
の
本
を
読
ん
で
み
る
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
視
野
狭
窄
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
ほ
か
、

共
通
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
な

ん
だ
な
と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
、
そ
の
重
要
度
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

充
実
し
た
「
何
か
」
ラ
イ
フ
満
喫
の
た
め
の
情
報
収
集
に

は
、
や
は
り
本
が
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
「
学
び
て
思

わ
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
罔
（
く
ら
）
し
」
本
を
読
ん
で
少
し

分
か
っ
て
き
た
な
ら
、
後
は
実
践
あ
る
の
み
で
す
ね
。


